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(57)【要約】
【課題】
　洗浄槽内貯留した洗浄液にて液洗浄を行うことができ
るとともに、繰り返しの洗浄を最小限に抑えながら微細
な汚れまでも確実に除去可能として洗浄効率の向上する
ことができる方法及びその装置を得る。
【解決手段】
　内部に洗浄液2を収納した洗浄槽1内に上下動機構3に
より上下動可能な載置台8を配置し、この載置台8に被洗
浄物15を載置し、この被洗浄物15に洗浄槽1内の洗浄液2
を接触させて該被洗浄物15の前処理洗浄を行う。その後
、上記載置台8の表面14を洗浄液2の液面26から露出させ
て、この載置台8の表面14に被洗浄物15の外周を取り囲
む筒型の収納枠10を載置台8に密着配置し、上記洗浄槽1
に連通する浄化機構24にて洗浄液2の浄化を行い、この
洗浄液2を収納枠10内に貯留して被洗浄物15に接触させ
ることにより、上記収納枠10内で被洗浄物15の仕上げ洗
浄を行う。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に洗浄液を収納した洗浄槽内に上下動機構により上下動可能な載置台を配置し、こ
の載置台に被洗浄物を載置するとともにこの被洗浄物に洗浄槽内の洗浄液を接触させて該
被洗浄物の前処理洗浄を行った後、上記載置台を洗浄液の液面から露出させて、この載置
台の表面に被洗浄物の外周を取り囲む筒型の収納枠を、この収納枠の下端面が載置台の表
面に密着するよう配置し、上記洗浄槽に連通する浄化機構にて上記洗浄槽内の洗浄液の浄
化を行い、この浄化した洗浄液を上記収納枠内に貯留してこの収納枠内の被洗浄物に接触
させることにより、上記収納枠内で被洗浄物の仕上げ洗浄を行うことを特徴とする被洗浄
物の洗浄方法。
【請求項２】
　内部に洗浄液を収納した洗浄槽内に上下動機構により上下動可能な載置台を配置し、こ
の載置台に被洗浄物を載置するとともに、この被洗浄物を洗浄槽の洗浄液内に浸漬させて
該被洗浄物の前処理洗浄を行った後、該被洗浄物の外周を取り囲むように載置台上に配置
した筒型の収納枠内に上記洗浄槽内の洗浄液を収納した状態で、載置台を洗浄槽内の洗浄
液の液面から露出させ、この載置台の表面と収納枠との間に設けた隙間から、上記収納枠
内の洗浄液を排出するとともに、上記洗浄槽に連通する浄化機構にて上記洗浄槽内の洗浄
液の浄化を行い、この浄化した洗浄液を収納枠内に、この浄化した洗浄液の収納枠内への
投入量を上記収納枠からの洗浄液の排出量よりも多くして貯留し、この収納枠内に貯留し
た洗浄液を被洗浄物に接触させることにより、収納枠内にて洗浄液を循環しながら被洗浄
物の仕上げ洗浄を行うことを特徴とする被洗浄物の洗浄方法。
【請求項３】
　被洗浄物は、上下動機構及び／または載置台に設けた回転機構により、揺動及び／また
は回転可能としたことを特徴とする請求項１、または２の被洗浄物の洗浄方法。
【請求項４】
　前処理洗浄及び仕上げ洗浄は、常圧下、又は減圧下で行うことを特徴とする請求項１、
または２の被洗浄物の洗浄方法。
【請求項５】
　内部に洗浄液を収納した洗浄槽と、この洗浄槽の内部に位置するとともに上下動機構に
より上下動可能な載置台と、上記載置台上に配置され、内部に被洗浄物の収納が可能な筒
型の収納枠と、上記洗浄槽に蓮通し、この洗浄槽内の使用済みの洗浄液を浄化可能とする
浄化機構とを備え、前処理洗浄時には、上記洗浄槽内でこの洗浄槽内の洗浄液による被洗
浄物の洗浄を行うとともに、仕上げ洗浄時には、上記載置台上の収納枠内にて、上記浄化
機構で浄化するとともに収納枠内に貯留した洗浄液による仕上げ洗浄を行うことを特徴と
する被洗浄物の洗浄装置。
【請求項６】
　収納枠は、載置台とは別体に設けたことを特徴とする請求項５の被洗浄物の洗浄装置。
【請求項７】
　収納枠は、載置台と一体に設けたことを特徴とする請求項５の被洗浄物の洗浄装置。
【請求項８】
　収納枠は、載置台との間に隙間が形成されるよう配置したことを特徴とする請求項５の
被洗浄物の洗浄装置。
【請求項９】
　収納枠は、載置台に密着するよう配置したことを特徴とする請求項５の被洗浄物の洗浄
装置。
【請求項１０】
　浄化機構は、洗浄槽内部の洗浄液を排出可能とする排出管と、この排出管からの洗浄液
を浄化可能とするフィルターと、このフィルターにて浄化された洗浄液を再び洗浄槽内に
導入する導入管とを備えたことを特徴とする請求項５の被洗浄物の洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本願発明は、特に微粒子除去のための被洗浄物の洗浄方法及びその装置に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－３４９３８０号公報　　　　　　　　　　　　　　　　従
来より、特許文献１に示す如く洗浄槽の内部、あるいは洗浄槽の外部に作業台を固定配置
し、この作業台上に、内部に被洗浄物を収納した収納枠を配置して被洗浄物の洗浄を行う
洗浄装置が既に公知となっている。そしてこの洗浄装置には浄化機構が設けられており、
この浄化機構で清浄化された洗浄液によって、収納枠内の被洗浄物を洗浄するものである
。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に示す如く洗浄槽の内部又は外部に作業台を固定配置した場
合には、この固定された作業台上での限定された範囲にて液洗浄を行わなければならない
。そのため、従来のように洗浄槽内に大量に収納された洗浄液内に被洗浄物を浸漬させて
液洗浄を行うことが困難であるため、汚れを十分に除去できない場合が生じるなどして洗
浄効果の低下が懸念されるものとなっていた。
【０００５】
　そこで、本願発明は上述の如き課題を解決しようとするものであって、洗浄槽内に収納
した洗浄液にて液洗浄を十分に行うことを可能とし、被洗浄物に付着した汚れを確実に除
去可能として洗浄効率の向上を図ることができる被洗浄物の洗浄方法及びその装置を得よ
うとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述の如き課題を解決するため、本願の第１発明は、内部に洗浄液を収納した洗浄槽内
に上下動機構により上下動可能な載置台を配置し、この載置台に被洗浄物を載置するとと
もにこの被洗浄物に洗浄槽内の洗浄液を接触させて該被洗浄物の前処理洗浄を行った後、
上記載置台を洗浄液の液面から露出させて、この載置台の表面に被洗浄物の外周を取り囲
む筒型の収納枠を、この収納枠の下端面が載置台の表面に密着するよう配置し、上記洗浄
槽に連通する浄化機構にて上記洗浄槽内の洗浄液の浄化を行い、この浄化した洗浄液を上
記収納枠内に貯留してこの収納枠内の被洗浄物に接触させることにより、上記収納枠内で
被洗浄物の仕上げ洗浄を行うものである。
【０００７】
　本願の第２発明は内部に洗浄液を収納した洗浄槽内に上下動機構により上下動可能な載
置台を配置し、この載置台に被洗浄物を載置するとともに、この被洗浄物を洗浄槽の洗浄
液内に浸漬させて該被洗浄物の前処理洗浄を行った後、該被洗浄物の外周を取り囲むよう
に載置台上に配置した筒型の収納枠内に上記洗浄槽内の洗浄液を収納した状態で、載置台
を洗浄槽内の洗浄液の液面から露出させ、この載置台の表面と収納枠との間に設けた隙間
から、上記収納枠内の洗浄液を排出するとともに、上記洗浄槽に連通する浄化機構にて上
記洗浄槽内の洗浄液の浄化を行い、この浄化した洗浄液を収納枠内に、この浄化した洗浄
液の収納枠内への投入量を上記収納枠からの洗浄液の排出量よりも多くして貯留し、この
収納枠内に貯留した洗浄液を被洗浄物に接触させることにより、収納枠内にて洗浄液を循
環しながら被洗浄物の仕上げ洗浄を行うものである。
【０００８】
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　本願の第１、２発明は上記の如く、被洗浄物を洗浄液内に浸漬させて該被洗浄物の前処
理洗浄を行った後、この浄化した洗浄液を収納枠内に貯留してこの収納枠内の被洗浄物に
接触させることにより、この収納枠内で被洗浄物の仕上げ洗浄を行うものであるから、前
処理洗浄において被洗浄物に付着した大まかな汚れを取り除いた後、洗浄液にて上記前処
理洗浄では除去しきれなかった微細な汚れを取り除くことが可能となる。
【０００９】
　このように、洗浄槽内に収納した洗浄液に被洗浄物を直接浸漬して液洗浄することがで
きるため、被洗浄物に大量の汚れが付着した場合であっても、前処理洗浄にて十分な量の
洗浄液によって汚れを効果的に除去することができる。また仕上げ洗浄時には浄化機構に
て浄化した洗浄液を使用することから、汚れが再付着するおそれが少なく微細な汚れでも
確実に除去することができる。従って、前処理洗浄と仕上げ洗浄とにより、被洗浄物に付
着した汚れを確実に除去することができることから、液洗浄を効率良く行うことが可能と
なる。
【００１０】
　また本願の第３発明は、上記第１、２発明に係る被洗浄物の洗浄方法を行うための被洗
浄物の洗浄装置であって、内部に洗浄液を収納した洗浄槽と、この洗浄槽の内部に位置す
るとともに上下動機構により上下動可能な載置台と、上記載置台上に配置され、内部に被
洗浄物の収納が可能な筒型の収納枠と、上記洗浄槽に蓮通し、この洗浄槽内の使用済みの
洗浄液を浄化可能とする浄化機構とを備え、前処理洗浄時には、上記洗浄槽内でこの洗浄
槽内の洗浄液による被洗浄物の洗浄を行うとともに、仕上げ洗浄時には、上記載置台上の
収納枠内にて、上記浄化機構で浄化するとともに収納枠内に貯留した洗浄液による仕上げ
洗浄を行うものである。
【００１１】
　このように、一つの洗浄槽で前処理洗浄及び仕上げ洗浄を行うことができるため、コン
パクトな装置とすることができるとともに、製造コストを低廉なものにすることができる
。また、浄化機構を設けることにより洗浄液を浄化させて再利用することが可能となり、
洗浄液の消耗を少なくして洗浄コストを低いものとすることができる。
【００１２】
　また収納枠は、載置台とは別体に設けたものであっても良いし、載置台と一体に設けた
ものであっても良い。
【００１３】
　また、被洗浄物は、上下動機構及び／または載置台に設けた回転機構により、揺動及び
／または回転可能としたものであってもよい。このように被洗浄物を揺動及び／または回
転可能とすることにより、液洗浄時に被洗浄物に外力を付与して洗浄効果を高めることが
できる。
【００１４】
　また前処理洗浄及び仕上げ洗浄は、常圧下、又は減圧下で行うものであっても良い。
【００１５】
　また収納枠は、載置台との間に隙間が形成されるよう配置したものであってもよい。こ
のように隙間を形成することにより、収納枠内に洗浄液を収納した際に、洗浄済みの洗浄
液を汚れとともにこの隙間から排出することができる。そのため、浄化した洗浄液の収納
枠内への投入量を上記収納枠からの洗浄液の排出量よりも多くし、浄化した洗浄液を収納
枠内に貯留して被洗浄物に接触させることにより、収納枠内にて洗浄液を循環して洗浄液
を浄化した新たなものと入れ替えながら被洗浄物の仕上げ洗浄を行うことができるため、
被洗浄物の洗浄効果を更に高めることが可能となる。
【００１６】
　また収納枠は、載置台に密着するよう配置したものであってもよい。
【００１７】
　また浄化機構は、洗浄槽内部の洗浄液を排出可能とする排出管と、この排出管からの洗
浄液を浄化可能とするフィルターと、このフィルターにて浄化された洗浄液を再び洗浄槽
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内に導入する導入管とを備えたものであってもよい。
【発明の効果】
【００１８】
　本願発明は上述の如く、被洗浄物を洗浄液内に浸漬させて該被洗浄物の前処理洗浄を行
った後、浄化した洗浄液を収納枠内に貯留してこの収納枠内の被洗浄物に接触させること
により、この収納枠内で被洗浄物の仕上げ洗浄を行うものであるから、前処理洗浄におい
て被洗浄物に付着した大まかな汚れを取り除いた後、洗浄液にて上記前処理洗浄では除去
しきれなかった微細な汚れを取り除くことが可能となる。
【００１９】
　このように、洗浄槽内に収納した洗浄液に被洗浄物を直接浸漬して液洗浄することがで
きるため、被洗浄物に大量の汚れが付着した場合であっても、前処理洗浄にて十分な量の
洗浄液により汚れを効果的に除去することができる。また仕上げ洗浄時には浄化機構にて
浄化した洗浄液を使用することから、汚れが再付着するおそれが少なく微細な汚れでも確
実に除去することができる。従って、前処理洗浄と仕上げ洗浄とにより、被洗浄物に付着
した汚れを確実に除去することができることから、液洗浄を効率良く行うことが可能とな
る。
【００２０】
　また、一つの洗浄槽で前処理洗浄及び仕上げ洗浄を行うことができるため、コンパクト
な装置とすることができるとともに、製造コストを低廉なものにすることができる。また
、浄化機構を設けることにより洗浄液を浄化させて再利用することが可能となり、洗浄液
の消耗を少なくして洗浄コストを低いものとすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本願の第１発明の実施例１を示す洗浄開始前の概念図。
【図２】実施例１の前処理洗浄時の概念図。
【図３】実施例１の仕上げ洗浄時の概念図。
【図４】第１発明の実施例２を示す洗浄開始前の概念図。
【図５】実施例２の仕上げ洗浄時の概念図。
【図６】本願の第２発明の実施例３を示す洗浄開始前の概念図。
【図７】実施例３の前処理洗浄時の概念図。
【図８】実施例３の仕上げ洗浄時の概念図。
【実施例１】
【００２２】
　本発明の実施例１を説明すると、（１）は洗浄槽であって、内部に洗浄液(2)を収納し
ている。またこの洗浄槽(1)には上下動機構(3)が設けられている。この上下動機構(3)は
、洗浄槽(1)の外部に設けた油圧シリンダー(4)と、先端側を洗浄槽(1)内に配置したＬ字
型の支持杆(5)と、この支持杆(5)と油圧シリンダー(4)のシリンダーロッド(6)とを連結す
る連結体(7)とを備えたものである。そしてシリンダーロッド(6)の上端と支持杆(5)の基
端とを洗浄槽(1)の外方で連結体(7)にて連結するとともに、支持杆(5)の先端には、平板
状の載置台(8)を水平方向に接続している。
【００２３】
　また、この洗浄槽(1)内の上方には、内部に被洗浄物(15)を収納可能とする筒型の収納
枠(10)を載置台(8)に臨ませて吊下している。即ちこの収納枠(10)は、図１に示す如く洗
浄槽(1)の外方に配置した吊下機構(11)のワイヤー(12)によって洗浄槽(1)内に吊下され、
この吊下機構(11)の作動によって洗浄槽(1)内で上下方向に移動可能としている。そして
この吊下機構(11)を作動させて収納枠(10)を下降させることにより、図３に示す如くこの
収納枠(10)を載置台(8)上に、収納枠(10)の下端面(13)が載置台(8)の表面(14)に密着する
よう配置することができる。また、載置台(8)には図１の二点鎖線にて示す如く被洗浄物(
15)を載置することができ、油圧シリンダー(4)の動力にて支持杆(5)を上下動させること
により、載置台(8)上の被洗浄物(15)を洗浄槽(1)内にて上下方向に移動させることが可能
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となる。
【００２４】
　また、洗浄槽(1)の底部(16)側には、洗浄槽(1)内に収納した洗浄液(2)を排出可能とす
るポンプ(17)及び排出管(18)を設けている。そしてこの排出管(18)は洗浄槽(1)の側面(20
)から上方に伸びるとともに、洗浄槽(1)の側面(20)上方から下方に伸びた導入管(21)に、
フィルター(22)を介して連結している。そしてこの導入管(21)の先端を洗浄槽(1)の内部
に配置するとともに、この先端には洗浄液(2)を噴射可能とする噴射ヘッド(23)を設けて
いる。
【００２５】
　また上記フィルター(22)は、排出管(18)から移送された使用済みの洗浄液(2)を浄化す
るものであって、このフィルター(22)により浄化された洗浄液(2)は、導入管(21)を通じ
て洗浄槽(1)内に導入可能としている。尚、この導入管(21)と、フィルター(22)と、排出
管(18)とにより、本発明の浄化機構(24)を構成している。また、洗浄槽(1)の底部(16)に
は超音波振動子(25)を配置している。
【００２６】
　次に、上記の如く構成した装置を使用した被洗浄物(15)の洗浄方法について以下に説明
する。まず図１に示す如く、洗浄槽(1)内に、被洗浄物(15)を浸漬可能とする位置まであ
らかじめ洗浄液(2)を貯留するとともに、この洗浄液(2)の液面(26)よりも上方に載置台(8
)を配置しておく。そして、この載置台(8)に被洗浄物(15)を載置する。そして、上下動機
構(3)を作動させて、図２に示す如く洗浄液(2)内に被洗浄物(15)全体が浸漬する位置まで
載置台(8)を下降させ、被洗浄物(15)を洗浄液(2)に浸漬させた状態として前処理洗浄を行
う。
【００２７】
　このように前処理洗浄を行うことによって、被洗浄物(15)に付着していた汚れを大まか
に除去することができる。また、この浸漬洗浄時に上下動機構(3)を作動させて載置台(8)
を洗浄液(2)内で上下動させることにより、被洗浄物(15)に外力を付与しながら浸漬洗浄
を行うことができるため、前処理洗浄の際の洗浄効果を高めることができる。またこの前
処理洗浄時に、洗浄槽(1)の底部(16)に設けた超音波振動子(25)を作動させることにより
超音波洗浄を行うことができるため、洗浄効果を更に高めることができる。
【００２８】
　上記の如く前処理洗浄を行った後、仕上げ洗浄を行う。この仕上げ洗浄について説明す
ると、まず図３に示す如く、上下動機構(3)を作動させて載置台(8)を洗浄液(2)の液面(26
)よりも上方に配置する。そして、吊下機構(11)を作動させて収納枠(10)を下方に移動さ
せ、この収納枠(10)を載置台(8)上に配置する。このとき、収納枠(10)の上方に噴射ヘッ
ド(23)が位置するよう、載置台(8)の高さを予め調節しておく。これにより、載置台(8)上
の被洗浄物(15)が収納枠(10)内に収納された状態となるとともに、収納枠(10)の下端面(1
3)が載置台(8)の表面(14)に密着して配置された状態となる。
【００２９】
　また、排出管(18)に設けたポンプ(17)を作動させて上記前処理洗浄で使用した洗浄液(2
)を洗浄槽(1)から排出管(18)に排出するとともに、排出管(18)に排出された洗浄液(2)を
フィルター(22)にて浄化する。そして浄化した洗浄液(2)を、導入管(21)を通じて噴射ヘ
ッド(23)から収納枠(10)内に向けて噴射させる。これにより、収納枠(10)内の被洗浄物(1
5)に洗浄液(2)が噴射され、仕上げ洗浄が行われる。
【００３０】
　このとき、載置台(8)の表面(14)と収納枠(10)の下端面(13)が密着していることから、
収納枠(10)内に洗浄液(2)を噴射することにより、収納枠(10)内に洗浄液(2)が貯留するも
のとなる。そのためこの収納枠(10)内に貯留した洗浄液(2)によって被洗浄物(15)の浸漬
洗浄を行った後、吊下機構(11)を作動させて収納枠(10)を持ち上げ、この収納枠(10)の下
端面(13)と載置台(8)の表面(14)との間に隙間を設けることにより、洗浄後の洗浄液(2)を
汚れとともに収納枠(10)から排出することができる。
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【００３１】
　このように収納枠(10)からの洗浄液(2)の排出作業と、浄化した洗浄液(2)を収納枠(10)
内に貯留する浸漬洗浄とを繰り返し交互に行うことにより、仕上げ洗浄の洗浄効果が高め
られ、微粒子の除去効果を向上させることができる。そして被洗浄物(15)に付着した汚れ
の除去が完了した後、噴射ヘッド(23)からの洗浄液(2)の噴射を停止するとともに、吊下
機構(11)によって収納枠(10)を持ち上げて、収納枠(10)の下端面(13)と載置台(8)の表面(
14)との間に隙間を設ける。これにより、この隙間から収納枠(10)内に残留した洗浄液(2)
が排出されて、仕上げ洗浄が終了する。
【実施例２】
【００３２】
　上記実施例１では被洗浄物(15)を載置台(8)上に直接載置して洗浄を行うが、本実施例
では載置台(31)上に設けた回転かご(32)内に被洗浄物(図示せず。)を収納配置した状態で
洗浄を行う。本実施例について更に詳細に説明すると、（34）は洗浄槽であって、内部に
洗浄液(35)を収納している。またこの洗浄槽(34)には上下動機構(36)が設けられている。
この上下動機構(36)は、洗浄槽(34)の外部に設けた油圧シリンダー(37)と、先端側を洗浄
槽(34)内に配置した支持杆(38)と、この支持杆(38)と油圧シリンダー(37)のシリンダーロ
ッド (40)とを連結する連結体(41)とを備えたものである。そしてシリンダーロッド(40)
の上端と支持杆(38)の基端とを洗浄槽(34)の外方で連結体(41)にて連結するとともに、支
持杆(38)の先端には、平板状の載置台(31)を水平方向に接続している。
【００３３】
　また、この洗浄槽(34)内の上方には、内部に被洗浄物を収納可能とする収納枠(42)を載
置台(31)に臨ませて吊下している。即ちこの収納枠(42)は、洗浄槽(34)の外方に配置した
吊下機構(43)のワイヤー(44)によって洗浄槽(34)内に吊下され、この吊下機構(43)の作動
によって洗浄槽(34)内で上下方向に移動可能としている。そしてこの吊下機構(43)を作動
させて収納枠(42)を下降させることにより、この収納枠(42)を載置台(31)上に、収納枠(4
2)の下端面(45)が載置台(31)の表面(46)に密着するよう配置することができる。
【００３４】
　また上記載置台(31)には回転機構(47)を設けている。この回転機構(47)について説明す
ると、上記連結体(41)に、支持杆(38)に隣接して駆動軸(48)の上端側を回動自在に接続し
ている。またこの駆動軸(48)の上端には、この駆動軸(48)を回転させるための駆動体(50)
を設けるとともに、下端には駆動回転伝達ギア(51)を設けている。そして、この駆動回転
伝達ギア(51)を、下記第1従動軸(52)の一端に設けた従動回転伝達ギア(53)に係合してい
る。そしてこの第1従動軸(52)は、上記載置台(31)の底面(54)に突設した一対の第1支持腕
(55)に水平方向に回転自在に配置している。
【００３５】
　そしてこの第1従動軸(52)の他端と、載置台(31)上の一対の第２支持腕(56)に水平方向
に架設した第２従動軸(57)の一端とを、チェーン(58)によって連結している。また、上記
第2従動軸(57)の外周には、一対の回転伝達ローラー(60)を間隔を設けて配置し、この一
対の回転伝達ローラー(60)に糸巻き型の回転かご(32)を載置している。そしてこの回転伝
達ローラー(60)を回転させることにより、回転かご(32)が回転し、この回転かご(32)内に
収納した被洗浄物を揺動させたり回転させたりすることができる。
【００３６】
　次に上記の如く構成した回転機構(47)の作動について説明すると、まず駆動体(50)を作
動させることにより駆動軸(48)が回転し、この駆動軸(48)の駆動回転伝達ギア(51)の動力
が従動回転伝達ギア(53)に伝わることにより、第1従動軸(52)が回転する。そしてこの第1
従動軸(52)の回転によって、回転伝達チェーン(58)を通じて第2従動軸(57)が回転するも
のとなる。そしてこの第2従動軸(57)の回転によって回転伝達ローラー(60)が回転し、こ
れにより回転かご(32)が回転するものとなる。
【００３７】
　また、洗浄槽(34)の底部(61)側には、洗浄槽(34)内に収納した洗浄液(35)を排出可能と
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するポンプ(62)及び排出管(63)を設けている。そしてこの排出管(63)は洗浄槽(34)の側面
から上方に伸びるとともに、洗浄槽(34)の側面上方から下方に伸びた導入管(64)に、フィ
ルター(65)を介して連結している。そしてこの導入管(64)の先端を洗浄槽(34)の内部に配
置するとともに、この先端には洗浄液(35)を噴射可能とする噴射ヘッド(66)を設けている
。
【００３８】
　また上記フィルター(65)は、排出管(63)から移送された使用済みの洗浄液(35)を浄化す
るものであって、このフィルター(65)により浄化された洗浄液(35)は、導入管(64)を通じ
て洗浄槽(34)内に導入可能としている。尚、この導入管(64)と、フィルター(65)と、排出
管(63)とにより、本発明の浄化機構(67)を構成している。また、洗浄槽(34)の底部(61)に
は超音波振動子(68)を配置している。
【００３９】
　次に、上記の如く構成したものを使用した被洗浄物の洗浄方法について以下に説明する
。まず、図４に示す如く洗浄槽(34)内に、被洗浄物を浸漬可能とする位置まで洗浄液(35)
をあらかじめ収納するとともに、載置台(31)を洗浄液(35)の液面(70)よりも上方に配置し
ておく。そして、この載置台(31)上の回転伝達ローラー(60)に、内部に被洗浄物を収納し
た回転かご(32)を載置した後、上下動機構(36)を作動させて、洗浄液(35)内に回転かご(3
2)全体が浸漬する位置まで載置台(31)を下降させる。
【００４０】
　そして、回転かご(32)内に収納した被洗浄物を洗浄液(35)に浸漬させて前処理洗浄を行
う。この前処理洗浄によって、回転かご(32)内に洗浄液(35)が浸入するため被洗浄物がこ
の洗浄液(35)に浸漬した状態となり、この被洗浄物に付着していた汚れを大まかに除去す
ることができる。そして、この浸漬洗浄時に上下動機構(36)を作動させて載置台(31)を洗
浄液(35)内で上下動させたり、回転機構(47)を作動させて回転かご(32)を揺動、回転させ
ることにより、被洗浄物に外力を付与しながら浸漬洗浄を行うことができるため、前処理
洗浄の際の洗浄効果を高めることができる。またこの時、洗浄槽(34)の底部(61)に設けた
超音波振動子(68)を作動させることにより超音波洗浄を行うことができるため、洗浄効果
を更に高めることができる。
【００４１】
　上記の如く前処理洗浄を行った後、仕上げ洗浄を行う。この仕上げ洗浄について説明す
ると、まず図５に示す如く、上下動機構(36)を作動させて載置台(31)を洗浄液(35)の液面
(70)よりも上方に配置するとともに、吊下機構(43)を作動させて収納枠(42)を下方に移動
させ、この収納枠(42)を載置台(31)上に配置する。このとき、収納枠(42)の上方に噴射ヘ
ッド(66)が位置するよう、載置台(31)の高さを予め調節しておく。これにより、図５に示
す如く載置台(31)上の回転かご(32)が収納枠(42)内に収納された状態となるとともに、収
納枠(42)の下端面(45)が載置台(31)の表面(46)に密着して配置された状態となる。
【００４２】
　また、排出管(63)に設けたポンプ(62)を作動させて前処理洗浄で使用した洗浄液(35)を
洗浄槽(34)から排出管(63)に排出するとともに、排出管(63)に排出された洗浄液(35)を浄
化機構(67)のフィルター(65)にて浄化する。そしてこのフィルター(65)にて浄化した洗浄
液(35)を、導入管(64)を通じて噴射ヘッド(66)から収納枠(42)内に噴射する。これにより
、回転かご(32)内の被洗浄物に洗浄液(35)が噴射されて仕上げ洗浄が行われる。
【００４３】
　このとき、載置台(31)の表面(46)と収納枠の下端面(45)が密着していることから、収納
枠(42)内に洗浄液(35)を噴射することにより、収納枠(42)内に浄化した洗浄液(35)が貯留
するものとなる。そのためこの収納枠(42)内に貯留した浄化した洗浄液(35)により、被洗
浄物の浸漬洗浄を行うことが可能となる。そして浄化した洗浄液(35)による浸漬洗浄を行
った後、吊下機構(43)を作動させて収納枠(42)を持ち上げ、この収納枠(42)の下端面(45)
と載置台(31)の表面(46)との間に隙間を設けることにより、洗浄後の洗浄液(35)を汚れと
ともに収納枠(42)から排出する。
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【００４４】
　このように収納枠(42)からの洗浄液(35)の排出作業と、浄化した洗浄液(35)を収納枠(4
2)内に貯留して行う浸漬洗浄とを繰り返し何度も行うことにより、仕上げ洗浄の洗浄効果
が高められ、微粒子の除去効果を向上させることができる。そして、被洗浄物からの汚れ
が除去された後、噴射ヘッド(66)からの洗浄液(35)の噴射を停止するとともに、吊下機構
(43)によって収納枠(42)を持ち上げ、収納枠(42)の下端面(45)と載置台(31)の表面(46)と
の間に隙間を設けてこの隙間から収納枠(42)内に残留した洗浄液(35)を排出することによ
り、仕上げ洗浄が終了する。
【実施例３】
【００４５】
　上記実施例１、２では、収納枠(10)(42)と載置台(8)(31)とを別体に形成するとともに
、吊下機構(11)(43)を設けて収納枠(10)(42)の下端面(13)(45)を載置台(8)(31)の表面(14
)(46)に密着可能としているが、本実施例では吊下機構(11)(43)を設けず、また、収納枠(
80)と載置台(82)とを一体に形成するとともに収納枠(80)の下端面(81)と載置台(82)の表
面(83)との間に隙間を設けている。
【００４６】
　本発明の実施例３を説明すると、（84）は洗浄槽であって、内部に洗浄液(85)を収納し
ている。またこの洗浄槽(84)には上下動機構(86)が設けられている。この上下動機構(86)
は、洗浄槽(84)の外部に設けた油圧シリンダー(87)と、先端側を洗浄槽(84)内に配置した
Ｌ字型の支持杆(88)と、この支持杆(88)と油圧シリンダー(87)のシリンダーロッド(90)と
を連結する連結体(91)とを備えたものである。そしてシリンダーロッド(90)の上端と支持
杆(88)の基端とを洗浄槽(84)の外方で連結体(91)にて連結するとともに、支持杆(88)の先
端には、平板状の載置台(82)を水平方向に接続している。
【００４７】
　またこの載置台(82)には、被洗浄物(93)を収納するための収納枠(80)を一体に固定配置
している。そしてこの収納枠(80)の下端面(81)には流通穴(92)を設けており、この流通穴
(92)によって、載置台(82)に収納枠(80)を載置した際に、載置台(82)の表面(83)と収納枠
(80)との間に隙間を形成可能としている。また、載置台(82)には図６の二点鎖線にて示す
如く被洗浄物(93)を載置することができ、油圧シリンダー(87)の動力にて支持杆(88)を上
下動させることにより、載置台(82)上の被洗浄物(93)を洗浄槽(84)内にて上下方向に移動
させることができる。
【００４８】
　また、洗浄槽(84)の底部(94)側には、洗浄槽(84)内に収納した洗浄液(85)を排出可能と
するポンプ(95)及び排出管(96)を設けている。そしてこの排出管(96)は洗浄槽(84)の側面
(97)から上方に伸びるとともに、洗浄槽(84)の側面(97)上方から下方に伸びた導入管(98)
に、フィルター(100)を介して連結している。そしてこの導入管(98)の先端を洗浄槽(84)
の内部に配置するとともに、この先端には洗浄液(85)を噴射可能とする噴射ヘッド(101)
を設けている。
【００４９】
　また上記フィルター(100)は、排出管(96)から移送された使用済みの洗浄液(85)を浄化
するものであって、このフィルター(100)により浄化された洗浄液(85)は、導入管(98)を
通じて洗浄槽(84)内に導入可能としている。尚、この導入管(98)と、フィルター(100)と
、排出管(96)とにより、本発明の浄化機構(102)を構成している。また、洗浄槽(84)の底
部(94)には超音波振動子(103)を配置している。
【００５０】
　次に、上記の如く構成したものを使用した被洗浄物(93)の洗浄方法について以下に説明
する。まず、図６に示す如く洗浄槽(84)内に、被洗浄物(93)を浸漬可能とする位置まで洗
浄液(85)をあらかじめ収納するとともに、載置台(82)を洗浄液(85)の液面(104)よりも上
方に配置しておく。そして、この載置台(82)に収納枠(80)を載置するとともにこの収納枠
(80)内に被洗浄物(93)を収納する。
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【００５１】
　次に上下動機構(86)を作動させて、図７に示す如く洗浄液(85)内に被洗浄物(93)全体が
浸漬する位置まで載置台(82)を下降させる。これにより、被洗浄物(93)を洗浄液(85)に浸
漬させて前処理洗浄を行う。この前処理洗浄によって、被洗浄物(93)に付着していた汚れ
を大まかに除去することができる。尚、この浸漬洗浄時に上下動機構(86)を作動させて載
置台(82)を洗浄液(85)内で上下動させることにより、被洗浄物(93)に外力を付与しながら
浸漬洗浄を行うことができるため、前処理洗浄の際の洗浄効果を高めることができる。ま
たこの時、洗浄槽(84)の底部(94)に設けた超音波振動子(103)を作動させることにより超
音波洗浄を行うことができるため、洗浄効果を更に高めることができる。
【００５２】
　上記の如く前処理洗浄を行った後、仕上げ洗浄を行う。この仕上げ洗浄について説明す
ると、まずに図８に示す如く、上下動機構(86)を作動させて載置台(82)を洗浄液(85)の液
面(104)よりも上方に配置する。このとき、収納枠(80)の上方に噴射ヘッド(101)が位置す
るよう、載置台(82)の高さを予め調節しておく。次に、排出管(96)に設けたポンプ(95)を
作動させて前処理洗浄で使用した洗浄液(85)を洗浄槽(84)から排出管(96)に排出するとと
もに、排出管(96)に排出された洗浄液(85)を浄化機構(102)のフィルター(100)にて浄化す
る。そしてこの浄化した洗浄液(85)を、導入管(98)を通じて噴射ヘッド(101)から洗浄槽(
84)内に噴射させる。
【００５３】
　ここで、収納枠(80)と載置台(82)とを一体に形成するとともに収納枠(80)の下端面(81)
と載置台(82)の表面(83)との間に流通穴(92)を設けていることから、収納枠(80)内の洗浄
液は流通穴(92)から排出されるものとなる。そのため、収納枠(80)内への浄化した洗浄液
(85)の噴射量を、流通穴(92)からの洗浄液(85)の排出量よりも多くすることにより、収納
枠(80)内に洗浄液(85)が貯留するものとなる。従って、この収納枠(80)内に貯留した洗浄
液(85)によって被洗浄物(93)の浸漬洗浄を行うことができる。
【００５４】
　この仕上げ洗浄時には、上記流通穴(92)から収納枠(80)の底部側に位置する使用済みの
洗浄液(85)が汚れとともに排出されるものとなる。このように、浄化した洗浄液(85)を噴
射ヘッド(101)から収納枠(80)内に噴射するとともに、使用済みの洗浄液(85)を収納枠(80
)の底部側から汚れとともに排出することにより、収納枠(80)内の洗浄液(85)が循環する
ため仕上げ洗浄の洗浄効果が高められ、微粒子の除去効果を向上させることができる。そ
して、被洗浄物(93)からの汚れが除去された後、噴射ヘッド(101)からの洗浄液(85)の噴
射を停止することにより、収納枠(80)内の洗浄液(85)が全て隙間から外方に排出され、仕
上げ洗浄が終了する。
【符号の説明】
【００５５】
　１、３４、８４　　　洗浄槽
　２、３５、８５　　　洗浄液
　３、３６、８６　　　上下動機構
　８、３１、８２　　　載置台
１０、４２、８０　　　収納枠
１３、４５、８１　　　下端面
１４、４６、８３　　　表面
１５、９３　　　　　　被洗浄物
１８、６３、９６　　　排出管
２１、６４、９８　　　導入管
２２、６５、１００　　フィルター
２４、６７、１０２　　浄化機構
２６、７０、１０４　　液面
４７　　　　　　　　　回転機構
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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月6日(2017.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　内部に洗浄液を収納した洗浄槽と、この洗浄槽の内部に位置するとともに上下動機構に
より上下動可能な載置台と、上記載置台上に配置され、内部に被洗浄物の収納が可能な筒
型の収納枠と、上記洗浄槽に連通し、この洗浄槽内の使用済みの洗浄液を浄化可能とする
浄化機構とを備え、前処理洗浄時には、上記洗浄槽内でこの洗浄槽内の洗浄液による被洗
浄物の洗浄を行うとともに、仕上げ洗浄時には、上記載置台上の収納枠内にて、上記浄化
機構で浄化するとともに収納枠内に貯留した洗浄液による仕上げ洗浄を行うことを特徴と
する被洗浄物の洗浄装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また本願の第３発明は、上記第１、２発明に係る被洗浄物の洗浄方法を行うための被洗
浄物の洗浄装置であって、内部に洗浄液を収納した洗浄槽と、この洗浄槽の内部に位置す
るとともに上下動機構により上下動可能な載置台と、上記載置台上に配置され、内部に被
洗浄物の収納が可能な筒型の収納枠と、上記洗浄槽に連通し、この洗浄槽内の使用済みの
洗浄液を浄化可能とする浄化機構とを備え、前処理洗浄時には、上記洗浄槽内でこの洗浄
槽内の洗浄液による被洗浄物の洗浄を行うとともに、仕上げ洗浄時には、上記載置台上の
収納枠内にて、上記浄化機構で浄化するとともに収納枠内に貯留した洗浄液による仕上げ
洗浄を行うものである。
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